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四
月
か
ら
九
月
の
祭
事
暦

 

四 

月
〇
神
武
天
皇
祭
遥
拝�

四
月
　
三
　
日
（
土
）

〇
御
使
殿
大
御
供
式�

四
月
　
十
一
日
（
日
）

〇
馬
頭
人
大
御
供
式�

四
月
　
十
八
日
（
日
）

〇
宵
宮
祭�

四
月
二
十
一
日
（
水
）

●
古
例
大
祭�

四
月
二
十
二
日
（
木
）

〇
後
宴
祭�

四
月
二
十
三
日
（
金
）

〇
昭
和
祭�

四
月
二
十
九
日
（
木
）

 

五 

月
〇
喜
寿
莚
寿
祭�

五
月
　
十
二
日
（
水
）

〇
米
寿
莚
寿
祭�

五
月
　
三
十
日
（
日
）

 

六 

月
〇
御
田
植
祭�

六
月
　
六
　
日
（
日
）

〇
崇
敬
会
大
祭�

六
月
二
十
六・二
十
七
日
（
土
・
日
）

〇
六
月
古
例
祭�

六
月
　
三
十
日
（
水
）

〇
夏
越
大
祓
式�

六
月
　
三
十
日
（
水
）

 

七 

月
〇
金
婚
莚
寿
祭�

七
月
　
三
　
日
（
土
）

 

八 

月
〇
万
灯
祭�

八
月
三
・
四
・
五
日
（
火
・
水
・
木
）

 

九 

月
〇
九
月
古
例
祭�

九
月
　
九
　
日
（
木
）

〇
傘
寿
莚
寿
祭�

九
月
二
十
一
日
（
火
）

〇
秋
季
皇
霊
祭
遥
拝�

九
月
二
十
三
日
（
木
）

〇
池
坊
献
華
式�

九
月
二
十
七
日
（
月
）

〇
講
社
大
祭�

九
月
二
十
八
日
（
火
）

 

諸 

祭
○
御
日
供
祭

　
　
毎
日
午
前
七
時
よ
り

○
お
つ
い
た
ち
参
り

　
　
元
日
を
除
く
毎
月
一
日
の
午
前
七
時
よ
り

○
月
次
祭

　
　
元
日
を
除
く
毎
月
一
日
・
十
五
日

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、
変

更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。



ご

挨

拶

宮
司
　

岡
　
秀
和

　

ウ
イ
ル
ス
禍
で
、
昨
年
は
祭
祀
が
満
足
に
行
な
う
事
が
で
き
ず
、
縮

小
や
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
苦
慮
さ
れ
た
神
社
も
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。

　

当
社
に
於
い
て
も
、
最
重
儀
で
あ
る
「
古
例
大
祭
」
は
本
殿
祭
の
み

執
り
行
い
、
神
輿
の
出
御
を
中
止
し
供
奉
者
の
参
加
を
ご
遠
慮
願
い
、

神
職
の
み
が
御
旅
所
で
祭
事
を
行
う
な
ど
、
未
だ
か
つ
て
な
い
苦
肉
の

奉
仕
で
あ
っ
た
。
夏
祭
り
や
秋
の
ご
例
祭
も
同
様
に
対
応
せ
ざ
る
を
得

ず
、
ご
祭
神
や
氏
子
の
皆
様
に
は
大
変
申
し
訳
な
く
、
痛
恨
の
極
み
で

あ
る
。

　

今
年
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
に
も
よ
る
が
、
多
少
変
通
し
た
と
し
て

も
、
本
旨
に
基
づ
き
、
祭
祀
を
執
行
し
地
域
の
平
安
と
活
性
に
勤
め
た

い
と
思
う
。
祭
り
は
神
社
と
氏
子
を
繋
ぎ
、
地
域
を
一
つ
に
す
る
重
要

な
伝
統
で
あ
り
文
化
で
も
あ
る
。
先
人
が
護
り
伝
え
て
き
た
悠
久
の
歴

史
あ
る
大
切
な
祭
祀
の
灯
を
護
り
、
次
代
に
繋
が
る
よ
う
勤
め
る
所
存

で
あ
る
。

　

氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
は
尚
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

先
ず
は
、
ご
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
の
安
泰
、
併
せ
て
氏
子
及
崇
敬
者
の

ご
平
安
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
世
界
に
蔓
延
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
春
風
百
花
繚
乱

の
季
節
を
迎
え
た
が
、
未
だ
終
息
せ
ず
、
巷
間
で
は
な
お
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。

　

新
年
の
初
詣
に
も
降
雪
に
併
せ
疫
病
が
影
響
し
、
参
拝
者
は
例
年
を
大

き
く
下
回
っ
た
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
が
、
境
内
に
於
い
て
罹
患
者
が

発
生
し
な
か
っ
た
事
は
有
難
い
事
で
あ
っ
た
。

　

勿
論
、
政
府
や
県
発
表
の
防
疫
や
神
社
本
庁
の
指
導
も
あ
り
、
出
来
得

る
限
り
の
対
策
は
講
じ
た
。
加
え
て
ご
参
拝
さ
れ
る
皆
様
が
防
疫
に
対
し
、

マ
ス
ク
の
装
着
や
消
毒
に
心
掛
け
ら
れ
た
事
が
功
を
奏
し
た
事
だ
と
思
う
。

　

更
に
寒
極
ま
っ
た
冬
場
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
も
脅
威
の
一

つ
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
、
密
を
避
け
手
洗
い
や
う
が
い
等
に
配

慮
さ
れ
た
事
で
罹
患
者
は
例
年
の
六
分
の
一
と
の
事
。
常
々
の
防
疫
の
重

要
さ
を
実
感
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

恐
ら
く
、
今
年
は
ワ
ク
チ
ン
が
供
給
さ
れ
、
罹
患
者
も
大
幅
に
縮
小
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
楽
観
視
し
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
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馬頭人　木
き

村
むら

　泰
たい

造
ぞう

 氏
昭和25年１月21日生（71歳）
◦住所　彦根市後三条町
◦現職　木村水産株式会社 代表取締役会長

御使殿　曽
そ

我
が

　巧
たくみ

 氏
平成14年７月16日生（18歳）
◦住所　犬上郡多賀町土田
◦会社員（今春より）

敬称略・令和３年３月１日現在

　
　
～ 

古
例
大
祭
諸
儀 

～

四
月
　
　
四
日

御
使
殿
御
湯
式
・
御
使
殿
御
注
連
張
式
並
御
神
入
式

十
一
日

御
使
殿
御
湯
式
・
御
使
殿
大
御
供
式
・
御
使
殿
胡
宮
参
向

十
二
日

馬
頭
人
御
注
連
張
式
並
御
神
入
式

十
八
日

馬
頭
人
大
御
供
式

二
十
一
日

御
使
殿
御
湯
式
・
宵
宮
祭
・
胡
宮
神
社
神
輿
参
社
式

二
十
二
日

古
例
大
祭

二
十
三
日

後
宴
祭

二
十
五
日

御
使
殿
御
神
上
式
並
御
注
連
上
式

二
十
六
日

馬
頭
人
御
神
上
式
並
御
注
連
上
式

　四月二十二日は、当社の最重儀、「古例大祭」が斎行され
ます。
　絢爛な騎馬供奉四十数頭の神幸行列は春の多賀町内を華麗
に彩り、鎌倉時代から連綿と受け継がれた古式ゆかしい神事
が終日繰り広げられます。
　馬頭人・御使殿は次の方々です。

絢爛、四十数頭の騎馬行列
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金
咲
稲
荷
神
社
を
ご
崇
敬
さ
れ
て
い
る
方
よ
り
鳥
居
の
奉
納
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
去
る
令
和
二
年
十
一
月
に
奉
納
奉
告
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
此
処
に
ご
篤
志
に
感
謝
申
し
上
げ
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
三
月
十
七
日
、
本
年
の
豊
作
を
祈
る
祈
年
祭
を
斎
行
い
た
し

ま
す
。

　
県
内
約
一
万
五
千
人
の
豊
年
講
員
を
代
表
し
て
長
浜
市
西
黒
田
地

区
大
世
話
係
の
武
田
了
久
様
に
祈
年
使
を
ご
奉
仕
い
た
だ
き
ま
す
。

豊
年
講
春
季
大
祭
祈
年
使
を
奉
仕
す
る
に
あ
た
り

�

祈
年
使　
武た

け

田だ　

了の
り

久ひ
さ

　
本
年
、
豊
年
講
員
様
の
代
表
と
し

て
祈
年
使
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、

誠
に
身
に
余
る
名
誉
な
事
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
当
地
区
に
と
り

ま
し
て
も
こ
の
大
祭
を
ご
奉
仕
さ
せ
て
頂
け
る
こ
と
に
大
き
な
喜

び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
懐
古
す
れ
ば
父
の
代
よ
り
豊
年
講
員
と
し
て
ご
奉
仕
さ
せ
て
い

た
だ
き
平
成
二
十
八
年
に
は
地
区
の
御
先
輩
よ
り
大
世
話
係
の
大

任
を
引
き
継
ぎ
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
陰
さ
ま
で
大
病
を
患
う
こ
と
な
く
、
会
社
を
定
年
し
て
か
ら

は
農
業
に
取
り
組
み
現
在
は
約
三
百
ア
ー
ル
の
田
圃
を
孫
も
含
め

家
族
一
同
和
気
あ
い
あ
い
と
農
業
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。

　
専
ら
農
業
中
心
の
生
活
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
頃
は
地
域
の
皆

様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
地
域
社
会
の
奉
仕
活
動
に
も
携

わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
多
賀
さ
ん
と
の
ご
縁
と
地
域
の
皆
様
と
の
ご
縁

を
大
切
に
日
々
生
活
を
送
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

大
阪
府
富
田
林
市

�

杉
多
製
簾
株
式
会
社　

杉
多　

公
一

　
万
葉
集
に
「
君
待
つ
と
　
我
が
恋
ひ
居
れ
ば
我
が
宿
の
す
だ
れ

動
か
し
　
秋
の
風
吹
く
」
と
い
う
額
田
王
の
歌
が
あ
り
、
七
世
紀

頃
に
は
貴
族
の
生
活
や
宮
中
・
神
社
仏
閣
で
御
翠
簾
が
使
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
弊
社
の
創
業
年
は
不
明
で
す
が
天
保
十
年
に
近
く
の
お
寺
に
御

翠
簾
を
寄
贈
し
た
事
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
多
賀
さ
ん
と
の
ご
縁
は
古
く
祖
父
の
代
よ
り
御
翠
簾
を
納
め

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
弊
社
が
あ
り
ま
す
富
田
林
市
は
金
剛

山
の
麓
の
良
質
の
真
竹
に
恵
ま
れ
た
土
地
で
あ
り
、
そ
の
環
境
の

中
で
一
枚
一
枚
真
心
を
込
め
て
奉
製
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
工
程

は
①
真
竹
の
切
断
②
表
皮
の
削
り
取
り
③
竹
割
り
④
ひ
ご
作
り
⑤

艶
出
し
⑥
染
め
上
げ
⑦
編
み
上
げ
⑧
縁
付
け
⑨
仕
上
げ
と
多
く
の

過
程
を
経
て
御
翠
簾
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

　
現
代
で
は
外
国
産
資
材
の
使

用
や
機
械
化
が
進
む
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
弊
社
で
は
国
産
の

資
材
と
代
々
継
承
さ
れ
て
き
た

技
法
に
誇
り
を
持
ち
今
回
の
お

多
賀
さ
ん
へ
の
御
翠
簾
の
奉
製

に
執
り
か
か
ら
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　
今
後
も
お
多
賀
さ
ん
と
の
ご

縁
と
伝
統
文
化
を
大
切
に
後
世

に
製
簾
の
技
を
伝
え
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

祈
年
祭
（
豊
年
講
春
季
大
祭
）

金
咲
稲
荷
神
社
鳥
居
奉
納

お
多
賀
さ
ん
と
の
縁え

に
し

〜
御
翠
簾
奉
製
〜　
　

 

多
賀
町�

株
式
会
社
ニ
シ
ザ
キ

代
表
取
締
役

　

西
崎　
　

匠　
様

羽
島
市�

　
　
　

某　
　
　

氏
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◆
愛
荘
町

北
村
　
秀
則

◆
近
江
八
幡
市

大
西
　
久
嗣

川
橋
　
庄
栄

松
井
　
信
夫

桑
原
　
和
彦

山
根
　
　
勲

◆
甲
賀
市

西
田
　
道
弘

◆
多
賀
町

山
本
　
豪
一

小
財
　
　
豊

◆
長
浜
市

押
谷
喜
代
弘

奥
長
　
清
行

髙
津
　
章
人

橋
本
　
　
茂

笠
原
　
仁
之

片
山
　
源
之

柳
田
　
　
悟

下
司
　
一
文

髙
宮
　
高
一

杉
江
　
伸
之

中
川
　
友
彦

伊
藤
　
啓
明

中
川
　
圭
司

西
村
　
博
行

木
村
　
明
美

屏
風
　
浩
純

居
立
　
　
昇

藤
居
　
初
美

大
塚
　
衛
一

堤
　
　
保
範

宮
部
　
行
人

中
川
　
昭
男

田
中
　
寿
信

田
中
　
圭
子

上
田
健
一
郎

杉
原
　
祥
浩

◆
日
野
町

野
田
　
昌
生

野
田
三
恵
子

奥
井
ひ
と
み

堀
　
　
一
郎

藤
澤
　
　
隆

竹
村
　
俊
樹

◆
米
原
市

藤
本
　
孝
志

木
村
　
浩
樹

長
野
　
繁
樹

金
子
　
義
彦

西
村
　
秀
子

赤
尾
　
栄
司

山
崎
　
重
伸

辻
井
　
浩
昭

金
森
　
英
之

北
村
　
譲
治

髙
山
　
甚
悟

中
川
　
宰
之

平
綱
徳
太
郎

松
浦
　
宏
行

辻
　
　
幸
彦

浅
山
　
太
平

安
野
　
重
幸

奈
良
田
　
肇

木
下
　
善
彦

藤
田
　
浩
行

中
田
　
　
護

鳥
塚
　
　
智

中
北
　
忠
之

嶋
津
　
　
太

宮
村
　
　
直

桐
畑
　
清
隆

藤
田
　
輝
雄

◆
東
近
江
市

寺
嶋
　
嘉
孝

寺
嶋
　
正
子

中
野
　
和
之

大
西
　
藤
夫

三
輪
　
真
澄

田
邉
　
洋
子

藤
野
　
由
眞

◆
彦
根
市

山
中
　
浩
子

井
上
　
　
奨

大
西
　
和
弥

山
口
順
一
郎

木
村
　
昌
弘

木
村
　
好
恵

◆
栗
東
市

武
村
　
文
勝

川
崎
　
　
博

◆
竜
王
町

三
崎
　
喜
昭

◆
京
都
市

三
宅
　
稔
子

二
月
二
日
、
恒
例
の
節
分
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

福
豆
ま
き
・
福
餅
ま
き
は
、
め
で
た
く
還
暦
を
迎
え
た
八
十
五
名
の
年
男
・
年
女
が

ご
奉
仕
さ
れ
ま
し
た
。

奉
仕
者
ご
芳
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

❖ 

御 

礼

福
豆
奉
納
　
　
　
　
神
﨑
　
治

鬼
の
舞
奉
納
　
　
　
因
原
神
楽
団
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琵琶湖博物館　主任学芸員

渡部　圭一（わたなべ　けいいち）
昭和五十五年愛媛県生まれ。
筑波大学大学院人文社会科学研究科、
早稲田大学人間科学学術院助手等を
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い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
安
永
三
・
四
年
あ
た
り
か

ら
め
だ
っ
て
増
加
し
、
一
七
〇
〇
年
代
に
十
一
件
、

一
八
〇
〇
年
代
に
は
二
十
三
件
を
数
え
る
。
も
っ
と
も
記
録

で
調
べ
う
る
範
囲
で
は
、
正
楽
寺
村
や
平
野
村
が
「
往
古
」

に
差
定
を
受
け
て
い
た
と
い
う
例
は
確
認
で
き
な
い
の
で
、

当
時
の
神
社
側
で
も
、
あ
る
い
は
は
っ
き
り
と
し
た
証
拠
は

持
っ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

町
と
村
の
バ
ラ
ン
ス

　
そ
れ
ま
で
差
定
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
村
を
新
し
く
参
加

さ
せ
て
い
く
。
こ
の
状
況
を
理
解
す
る
に
は
、
そ
も
そ
も
江

戸
時
代
に
多
賀
大
社
の
頭
人
が
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ル
で
選
ば

れ
て
い
た
の
か
を
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
一
六
五
一

年
か
ら
一
八
五
〇
年
の
二
百
年
間
に
つ
い
て
、
五
十
年
刻
み

で
、
頭
人
が
ど
の
地
区
に
差
定
さ
れ
て
い
る
か
を
地
域
別
に

ま
と
め
る
と
図
１
の
よ
う
に
な
る
。
紺
色
で
示
し
た
の
は
彦

根
の
城
下
の
町
々
、
赤
系
の
色
で
示
し
た
の
は
周
辺
の
農
村

部
の
村
々
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
比
率
は
、
江
戸
時
代
を
通

じ
て
み
ご
と
に
一
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
種
明
か
し
を
す
る
と
、「
馬
頭
人
は
近
世
に
な
る
と

郡
内
を
二
区
に
わ
け
、
彦
根
町
々
を
四
区
に
わ
け
て
、
郷
番

二
年
、
三
年
目
に
町
、
次
に
ま
た
郷
番
二
年
、
と
い
う
風
に

輪
番
を
定
め
」
て
い
た
と
い
う
証
言
が
あ
る
（
桜
井
勝
之
進

「
多
賀
大
社
春
祭
の
頭
人
」『
多
賀
大
社
叢
書
　
論
説
篇
』

六
〇
一
ペ
ー
ジ
）。
い
ず
れ
の
五
十
年
間
を
と
っ
て
も
、
三
割

ほ
ど
が
城
下
の
「
町
」、
あ
と
は
周
辺
の
「
村
」
に
な
っ
て

い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
町
方
と
村

方
は
、
つ
ね
に
一
：
二
の
割
合
で
、
規
則
的
に
馬
頭
人
を
出

す
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

表１　「名前記」における「中絶」に関する記事（1700年代）

年 月 村名 「中絶」に関する記事

安永３年（1774）４月 正楽寺村 右正楽寺村ハ久敷中絶致在之候処、此度往古之通指定申候事

安永４年（1775）９月 平野村 中絶之処此度指定無恙相勤候事

安永５年（1776）９月 堀村 中絶之処此度指定無恙相勤候事

天明２年（1782）４月 法養寺村 中絶之処此度指定無恙相勤候事

天明３年（1783）９月 戸賀村 中絶之処此度指定無恙相勤候事

天明６年（1786）４月 安倉西村 中絶之処此度指定無恙相勤候事

天明８年（1788）４月 甲良尼子村 右甲良尼子村ハ久敷中絶之処、此度作平指定候処無恙相勤申候事

寛政２年（1790）９月 山之脇村 右山之脇村ハ久敷中絶致在之候処、此度善右衛門指定無滞相勤候事

寛政６年（1794）４月 清水村 右清水村ハ久敷中絶之処、此度彌兵衛ニ指定候処無恙相勤候事

寛政７年（1795）４月 三ツ屋村 右三ツ屋村久敷致中絶在之処増右衛門差定無滞相勤候事

寛政９年（1797）９月 長寺村 右長寺村ハ久敷中絶之処、九年九月ニ源左衛門江差定候処無恙相勤候事

「多賀大社御神事頭人御使殿名前記」（『多賀大社叢書 記録篇四』所収）により作成。

第４回

「
中
絶
」
の
村
の
復
活

　「
多
賀
大
社
御
神
事
頭
人
御
使
殿
名
前
記
」（『
多
賀
大
社

叢
書
　
記
録
篇
四
』
所
収
、
以
下
「
名
前
記
」）
は
、
慶
長
元

年
（
一
五
九
六
）
か
ら
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
ま
で
、
じ

つ
に
二
七
〇
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
書
き
継
が
れ
た
貴
重

な
記
録
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
多
賀
大
社
の
四
月
・
六
月
・
九

月
の
祭
り
で
差
定
さ
れ
た
頭
人
の
名
前
を
は
じ
め
、
世
の
中

の
大
事
件
や
差
定
に
と
も
な
う
何
ら
か
の
問
題
点
と
い
っ
た

大
小
の
で
き
ご
と
が
、
備
忘
録
ふ
う
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
な
か
に
一
見
す
る
と
不
思
議
な
メ
モ
が
あ
る
。

　
そ
の
一
つ
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
正
楽
寺
村
（
現
、

犬
上
郡
甲
良
町
正
楽
寺
）
の
人
物
が
四
月
の
馬
頭
人
に
差
定

さ
れ
た
際
の
記
事
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。「
右
正
楽
寺

村
ハ
久
敷
中
絶
致
在
之
候
処
、此
度
往
古
之
通
指
定
申
候
事
」。

つ
ま
り
正
楽
寺
村
は
、
大
昔
は
差
定
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の

後
は
「
中
絶
」（
中
断
）
し
て
い
た
。
そ
れ
を
こ
の
安
永
三

年
に
「
復
活
」
さ
せ
た
と
い
う
。
ま
た
翌
年
の
安
永
四
年
、

平
野
村
が
九
月
の
頭
人
を
出
し
た
際
に
も
「
中
絶
之
処
此
度

指
定
、
無
恙
相
勤
候
事
」
と
あ
る
。

　
こ
う
し
た
記
事
は
表
１
の
と
お
り
散
見
す
る
。
い
ず
れ
も

「
し
ば
ら
く
差
定
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
村
を
復
活
さ
せ
た
」、

そ
し
て
「
今
後
は
差
定
の
対
象
に
含
め
る
こ
と
に
し
た
」
と
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ベ
テ
ラ
ン
の
村
と
「
初
心
者
」
の
村

　
右
で
述
べ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
江
戸
時
代
の
馬
頭
人
は
、

町
や
村
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
負
担
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ

う
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、

農
村
部
の
事
情
を
も
う
す
こ
し
詳
し
く
み
て
み
よ
う
。
厳
密

に
い
う
と
、
旧
多
賀
郡
の
「
村
」
は
、
計
百
二
十
四
か
村
あ
る
。

こ
の
う
ち
「
名
前
記
」
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
に
四
月
の
馬

頭
人
を
出
し
た
経
験
が
あ
る
村
は
じ
つ
に
五
十
六
か
村
に
の

ぼ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
五
十
六
か
村
が
必
ず
し
も
均

等
に
頭
人
を
担
当
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
ラ
ン
キ
ン
グ
形
式
で
示
し
て
み
る
と
、
江
戸
時
代
に
馬
頭

人
を
輩
出
し
た
回
数
は
、
一
位
が
高
宮
村
で
、
じ
つ
に

二
十
九
回
。
二
位
は
十
三
回
の
北
落
村
、
三
位
は
十
一
回
出

し
た
敏
満
寺
村
と
続
く
。
馬
頭
人
経
験
者
の
日
記
を
書
き
残

し
た
敏
満
寺
村
の
山
本
喜
右
衛
門
も
そ
の
一
人
だ
。
こ
う
し

た
村
は
、
江
戸
時

代
を
通
し
て
コ
ン

ス
タ
ン
ト
に
名
前

が
み
え
て
お
り
、

地
域
の
旧
家
や
こ

れ
を
支
え
る
人
々

に
も
一
定
の
習
熟

が
み
ら
れ
た
こ
と

だ
ろ
う
。
こ
こ
で

は
仮
に
、「
ベ
テ

ラ
ン
の
村
」
と
よ

ん
で
お
く
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、

差
定
さ
れ
る
頻
度

が
少
な
い
村
も
あ

る
。
経
験
回
数
が
少
な
い
と
い
う
意
味
で
、
こ
こ
で
は
「
初

心
者
の
村
」
と
よ
ん
で
お
こ
う
。
江
戸
時
代
の
二
百
年
間
を

通
し
て
、
一
度
し
か
経
験
し
な
か
っ
た
村
は
二
十
一
か
村
に

の
ぼ
る
。
お
な
じ
よ
う
に
二
度
し
か
経
験
し
な
か
っ
た
村
は

十
三
か
村
、
三
度
経
験
し
た
村
は
八
か
村
を
数
え
る
。
二
百

年
間
で
一
～
二
回
と
い
え
ば
、
よ
ほ
ど
運
の
い
い
人
で
な
け
れ

ば
、
一
生
の
う
ち
に
自
分
の
村
の
人
が
あ
た
る
場
面
を
目
撃
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
こ
の
「
ベ
テ
ラ
ン
の
村
」
と
「
初
心
者
の
村
」
の
比
重
は
、

江
戸
時
代
を
通
し
て
だ
ん
だ
ん
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
注
目

し
た
い
。
図
１
で
は
、
農
村
部
を
三
通
り
（
二
百
年
間
で
六

回
以
上
勤
め
た
「
ベ
テ
ラ
ン
の
村
」、
一
回
な
い
し
二
回
の
「
初

心
者
の
村
」、
お
よ
び
そ
の
中
間
の
三
～
五
回
の
村
）
に
区
別
し

て
示
し
た
。
こ
れ
を
み
る
と
、
古
い
時
代
に
は
「
ベ
テ
ラ
ン

の
村
」
が
か
な
り
の
頻
度
で
担
当
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

徐
々
に
「
初
心
者
の
村
」
が
担
当
す
る
回
数
が
増
え
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　
新
規
参
加
の
村
の
比
率
が
あ
が
っ
て
い
く
傾
向
は
、

一
七
〇
〇
年
代
の
後
半
こ
ろ
か
ら
、「
中
絶
」
し
て
い
た
村

を
新
し
く
参
加
さ
せ
る
対
応
が
と
ら
れ
は
じ
め
た
こ
と
に
最

大
の
理
由
が
あ
る
。し
ば
ら
く
受
け
て
い
な
か
っ
た
村
を「
復

活
」さ
せ
て
い
く
、つ
ま
り
は
実
質
的
に
新
メ
ン
バ
ー
の
村
々

を
加
え
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
村
で
祭
り
を
維

持
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
特
定
の
村
に
集
中

す
る
こ
と
を
避
け
る
意
図
が
あ
っ
た
と
受
け
止
め
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
も
と
も
と
中
世
の
日
本
で
は
、
各
地
の
有
力
寺
社
で
頭
人

を
差
定
す
る
仕
組
み
が
み
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
多
く
の
祭
り

で
は
差
定
さ
れ
る
頭
人
の
負
担
の
重
さ
に
抗
し
か
ね
て
、
差

定
が
中
止
さ
れ
、
ま
た
は
仕
組
み
を
変
え
て
い
く
。
江
戸
時

代
の
多
賀
大
社
で
も
似
た
問
題
が
起
き
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
い
が
、
そ
れ
は
全
国
の
名
だ
た
る
祭
り
が
直
面
し
た
の
と

同
じ
難
問
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
多
賀
の
祭
り
で
は
、
何
ら
か

の
抵
抗
に
あ
っ
た
年
で
も
説
得
に
説
得
を
重
ね
、
差
定
を
貫

徹
さ
せ
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
多
賀
の
祭
り
の
強
靭
と
も
い
え
る
持
続
力
は
、

こ
れ
を
支
え
る
仕
組
み
を
柔
軟
に
作
り
変
え
て
き
た
こ
と
に

関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ

う
に
、
農
村
部
に
限
れ
ば
、
江
戸
時
代
に
多
賀
大
社
の
差
定

の
範
囲
は
徐
々
に
広
が
り
を
み
せ
て
い
た
。
も
と
も
と
「
町

と
村
の
平
等
な
負
担
の
仕
組
み
」
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
加
え

て
、
新
し
い
村
を
巻
き
こ
ん
で
い
く
動
き
を
得
た
こ
と
で
、

祭
り
の
支
持
基
盤
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
し
て
い
っ
た
と
い

え
る
。

　
さ
き
に
紹
介
し
た
と
お
り
、
江
戸
時
代
、
頭
人
が
差
定
に

難
色
を
示
し
た
と
な
る
と
、
神
職
や
村
役
人
、
と
き
に
は
藩

の
役
人
ま
で
が
説
得
に
駆
け
つ
け
て
く
る
。
そ
こ
で
は
当
然
、

説
得
の
「
材
料
」
が
必
要
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
折
か
ら
村
々

の
範
囲
を
広
げ
、
新
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
て
み
ん
な
で
祭
り
を

維
持
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
彼
ら
の
説
得
を
支
え
る
よ

り
ど
こ
ろ
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
シ
ー
ン
は
も
は
や

想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
「
名
前
記
」
に

よ
る
か
ぎ
り
、
江
戸
時
代
の
多
賀
大
社
が
差
定
を
撤
回
し
た

年
は
一
度
も
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

図１　江戸時代の馬頭人の被差定地域の割合
「近江国多賀大社御神事馬頭人芳名録」（『多賀大社叢書 記録篇四』）により作成。

0% 100%

6 回～3～5回1～2回彦根町々

周辺農村

1801
～ 1850

1751
～ 1800

1701
～ 1750

1651
～ 1700

ADDDDDDBDDDDDDC

※�

琵
琶
湖
博
物
館
渡
部
圭
一
先
生
に
は
、
社
報
62
号
か
ら
今

号
ま
で
４
回
に
わ
た
り
ご
寄
稿
を
賜
わ
り
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。先
生
の
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

7



崇
敬
会

特
集

50
周年

崇
敬
会
五
十
年
の
歩
み

前身
昭
和
21
年

滋
賀
県
湖
南
地
方
の
崇
敬
者
を
中
心
に
「
報
恩
献
膳
会
」
と
し
て
始
ま
る

昭
和
33
年

名
称
を
「
誕
生
会
」
に
改
め
る

昭
和
37
年

金
婚
　
銀
婚
莚
寿
祭
始
ま
る

昭
和
46
年

会
勢
拡
大
に
伴
い
誕
生
会
を
基
盤
に
「
多
賀
大
社
崇
敬
会
」
を
創
設

昭
和
47
年

会
報
第
１
号
発
行

昭
和
54
年

支
部
第
１
号
結
成
　
滋
賀
県
守
山
市
杉
江
支
部

オ
フ
ィ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
（
ト
ス
バ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
15
）
を
導
入
し
管

理
業
務
を
充
実
さ
せ
る

昭
和
55
年

第
１
回
神
恩
感
謝
祭
斎
行

昭
和
57
年

オ
フ
ィ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

（
ト
ス
バ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
65
）

昭
和
60
年

莚
寿
屠
蘇
を
会
員
へ
贈
呈

昭
和
63
年

卒
寿
会
員
へ
宮
司
揮
毫
色
紙
贈
呈

オ
フ
ィ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
（
ト
ス
バ
ッ
クQ

-E600

）

平
成
4
年

創
設
20
周
年
記
念
大
祭

平
成
5
年

オ
フ
ィ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

（
ト
ス
バ
ッ
クTP90/441

）

平
成
9
年

オ
フ
ィ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
か
らW

indow
s

へO
S

変
更

平
成
13
年

御
供
物
を
長
寿
箸
か
ら
莚
命
茶
に
変
更

創
設
30
周
年
記
念
大
祭

平
成
21
年

神
恩
感
謝
祭
を
崇
敬
会
会
員
大
会
に
名
称
変
更

会
員
証
を
カ
ー
ド
に
変
更

会
費
納
入
に
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
追
加

平
成
23
年

創
設
40
周
年
記
念
大
祭

第
１
回
崇
敬
会
会
員
旅
行

平
成
25
年

第
２
回
崇
敬
会
会
員
旅
行

平
成
27
年

第
３
回
崇
敬
会
会
員
旅
行

平
成
31
年
／

令
和
元
年

崇
敬
会
会
員
大
会
を
崇
敬
会
大
祭
に
名
称
変
更

大
嘗
祭
当
日
祭
並
奉
祝
行
事
斎
行

令
和
２
年

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
為

崇
敬
会
大
祭
・
各
莚
寿
祭
が
中
止
と
な
る

令
和
３
年

創
設
50
周
年
記
念
大
祭

崇
敬
会
五
十
周
年
を
祝
し
て

�

多
賀
大
社
宮
司

崇
敬
会
会
長　

 

岡　

秀 

和

　
多
賀
大
社
の
二
柱
の
ご
祭
神
は
、
お
互
い
に
誘
い
合
い
夫
婦
の
契
り
を
結
び
、
オ
ノ
コ
ロ

島
（
淡
路
島
）
を
始
め
十
四
の
嶋
、
い
わ
ゆ
る
大
八
島
（
日
本
の
国
）
を
生
み
、
次
に
オ
オ

ヤ
ビ
コ
ノ
神
・
オ
オ
ワ
タ
ツ
ミ
ノ
神
を
始
め
三
十
五
柱
も
の
多
く
の
神
々
を
御
生
み
に
な
っ

た
。
と
古
事
記
は
伝
え
て
い
て
、「
二
霊
群
品
祖
」
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
り
ま
す
。

　
二
霊
と
は
伊
邪
那
岐
命
・
伊
邪
那
美
命
の
事
で
、
群
品
と
は
生
き
と
し
生
け
る
全
て
の
生

命
で
あ
り
、
祖
と
は
親
と
い
う
意
味
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
多
賀
大
社
に
お
祀
り
さ
れ
る
夫

婦
の
神
々
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
根
源
を
授
け
て
下
さ
っ
た
神
様
と
し
て
、
そ
の
御
霊
徳
を

仰
ぎ
報
恩
感
謝
の
誠
を
捧
げ
、
天
に
恥
じ
な
い
生
涯
を
全
う
す
る
こ
と
こ
そ
が
多
賀
の
神
様

へ
の
報
謝
の
証
で
あ
る
。
と
い
う
信
仰
が
古
よ
り
生
ま
れ
、「
命
の
神
様
」「
莚
命
長
寿
」
の

神
様
と
し
て
今
な
お
朝
野
の
尊
崇
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
去
る
、
昭
和
四
十
六
年
、
命
の
ご
霊
徳
を
敬
仰
し
結
成
さ
れ
た
崇
敬
会
は
、
こ
の
度
　
五

十
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
偏
に
ご
神
慮
と
は
申
し
な
が
ら
も
、
ご
神
徳
を
仰
ぎ
心

を
寄
せ
合
う
多
く
の
皆
様
に
よ
り
、
育
て
ら
れ
護
ら
れ
て
き
た
組
織
で
あ
り
ま
す
。

　
夫
々
、
自
分
が
生
ま
れ
た
事
に
、
そ
し
て
生
ま
れ
た
月
日
に
感
謝
し
越
し
方
を
振
り
返
り

つ
つ
、
向
後
の
人
生
を
歩
む
こ
と
は
、
洵
に
意
義
深
い
事
で
す
。

　
神
様
の
ご
加
護
を
受
け
、
生
か
さ
れ
て
い
る
事
に
感
謝
申
し
上
げ
乍
ら
、
こ
れ
か
ら
も
多

賀
大
神
の
ご
神
恩
を
一
層
戴
か
れ
、
お
健
や
か
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。
多
賀
大
社
崇
敬
会
創
設
五
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上

げ
、
更
な
る
会
員
拡
大
と
次
の
周
年
に
向
け
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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崇
敬
会

特
集

50
周年
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左
記
の
日
程
に
て
記
念
大
祭
を
斎
行
い
た
し
ま

す
。

　
今
回
は
清
興
に
上
方
落
語
桂
米
朝
一
門
よ
り
、

桂
ざ
こ
ば
さ
ん
と
桂
米
紫
さ
ん
を
お
招
き
し
て
落

語
を
ご
披
露
頂
き
ま
す
。

　
笑
う
事
は
健
康
に
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
当
日
は
お
多
賀
さ
ん
で
よ
り
一
層
の
ご
加
護

と
落
語
の
笑
い
を
お
受
け
下
さ
い
。

　
会
員
様
に
は
別
紙
に
て
ご
案
内
さ
せ
て
頂
き
ま

す
（
要
予
約
）、
会
員
で
な
い
方
は
崇
敬
会
に
ご

入
会
下
さ
い
ま
し
た
ら
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。

【
日
程
】

令
和
三
年
六
月
二
十
六
日
（
土
）

　
滋
賀
県
・
他
府
県

　（
愛
知
県
・
岐
阜
県
を
除
く
）の
会
員

　
　
　
　
六
月
二
十
七
日
（
日
）

　
愛
知
県
・
岐
阜
県
の
会
員

正
　
　
午
　
　
　
受
　
付

午
後
一
時
　
　
　
記
念
大
祭

午
後
二
時
　
　
　�
記
念
式
典�

清
興
（
落
語
）

※
日
程
は
両
日
共
同
じ
で
す
。

崇
敬
会
創
設
五
十
周
年
記
念
大
祭

年　齢 該当年 祭典日

古　稀 70歳 昭和27年生 10月13日（水）

喜　寿 77歳 昭和20年生 ５月12日（水）

傘　寿 80歳 昭和17年生 ９月21日（火）

米　寿 88歳 昭和9年生 ５月30日（日）

金　婚 結婚50年 昭和47年に
結婚されたご夫婦 ７月３日（土）

事前のご予約が必要です。お電話でお問い合わせ下さい。

　　令和3年莚寿祭のご案内

10

祭
事
だ
よ
り



多
賀
講
総
本
部
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
！

　
前
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
多
賀
講
総
本
部

の
改
修
工
事
で
す
が
、
昨
年
末
に
完
成
し
、
お
正
月

よ
り
新
事
務
所
と
し
て
講
務
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　
多
賀
講
総
本
部
は
四
年
前
に
参
集
殿
内
に
事
務
所

を
移
し
講
務
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、

旧
多
賀
講
総
本
部
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
、
広
々
と

し
た
お
部
屋
に
改
め
、
講
員
皆
様
が
快
適
に
ご
参
拝

出
来
る
様
、
改
修
工
事
を
計
画
し
進
め
て
ま
い
っ
た

次
第
で
す
。

　
お
正
月
に
は
多
く
の
講
員
様
の
ご
参
拝
が
あ
り
、

以
前
よ
り
は
、
明
る
い
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
る
と
一

様
に
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ど
う
ぞ
講
員
皆
様
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
申
し
あ
げ

て
お
り
ま
す
。

　
此
度
の
多
賀
講
総
本
部
改
修
工
事
竣
工
に
あ
た
り
、
水
墨
画
家
の�

濱
中
応お

う

彦げ
ん

氏（
日
本
水
墨
画
美
術
協
会
理
事
長
）よ
り
水
墨
画「
飯い

盛も
ろ

木ぎ

之の

図ず

」

を
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
飯
盛
木
と
は

奈
良
時
代
、
元

正
天
皇
の
病
気

平
癒
の
祈
祷
と

強
飯
を
炊
い
て

シ
デ
の
木
で
作

っ
た
杓
子
を
添

え
献
上
し
た
と

こ
ろ
直
ち
に
平

癒
な
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
、
そ

の
シ
デ
の
木
の

末
裔
が
現
在
の

飯
盛
木
で
す
。

　
そ
の
二
本
の

「
飯
盛
木
」
と

鎮
守
の
杜
に
棲

む
「
先
食
烏
」

が
今
回
の
モ
チ

ー
フ
で
す
。

水
墨
画
の
奉
納

11

多
賀
の
杜
か
ら



 

記

後

集

編
　
境
内
に
僅
か
で
あ
り
ま
す
が
枝
垂
桜
が

あ
り
ま
す
。
お
多
賀
さ
ん
で
春
を
迎
え
る

と
色
づ
き
、
多
く
の
参
拝
者
を
迎
え
て
く

れ
ま
す
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、

感
染
症
拡
大
防
止
対
策
を
徹
底
し
て
皆
様

の
ご
参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
社
報
「
多
賀
№
65
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

期
　
間
　
令
和
三
年
五
月
二
日
（
日
）
～
五
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

拝
観
料
　�

お
一
人
様
　
五
〇
〇
円
（
庭
園
・
宝
物
拝
観
）

参集殿からのお知らせ

●日　時
令和３年５月９日（日）午前10時～午後５時

●日　時
令和３年５月９日（日）午前10時～午後５時

●日　時
令和３年７月11日（日）午前10時～午後５時

●日　時
令和３年７月11日（日）午前10時～午後５時

要予約要予約

ウェディングイベント開催予定ウェディングイベント開催予定

ウェディング見学会

要予約要予約ウェディングフェア

♯多賀大社参集殿

0749-48-11030749-48-1103参集殿直通

参集殿HP 多賀大社参集殿多賀大社参集殿

お申込み・お問合せはお申込み・お問合せは

多賀大社参集殿まで多賀大社参集殿まで

夫
婦
の
神
様
に
誓
う

日
本
の
結
婚
式

夫
婦
の
神
様
に
誓
う

日
本
の
結
婚
式

人
生
で
最
も
輝
か
し
い
婚
儀
が
素
敵
な
思
い
出
と
し
て

末
永
く
心
に
刻
ま
れ
ま
す
よ
う
に
・
・
・

人
生
で
最
も
輝
か
し
い
婚
儀
が
素
敵
な
思
い
出
と
し
て

末
永
く
心
に
刻
ま
れ
ま
す
よ
う
に
・
・
・

緑
あ
ふ
れ
る
神
聖
な
多
賀
の
杜
は
、

四
季
折
々
の
風
情
が
お
二
人
を
や
さ
し
く
包
み
ま
す
。

縁
結
び
の
大
神
様
の
お
膝
元
で

特
別
な
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。

緑
あ
ふ
れ
る
神
聖
な
多
賀
の
杜
は
、

四
季
折
々
の
風
情
が
お
二
人
を
や
さ
し
く
包
み
ま
す
。

縁
結
び
の
大
神
様
の
お
膝
元
で

特
別
な
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。※今後の社会情勢によって内容を変更または中止する場合

があります。
　詳しくは参集殿HPまたはインスタグラムをご覧下さい。
　皆様のご来場をお待ち申し上げております。

当館は新型コロナウィルス感染症拡大防止対策を実施しております。

湖
国
の
風
物
詩
『 

万
灯
祭 

』

令
和
三
年
八
月
三
日（
火
）～
五
日（
木
）

提
灯
は
奉
納
者
氏
名
を
記
し
て

掲
げ
ら
れ
ま
す

（
会
社
・
法
人
名
で
も
承
り
ま
す
）

特
別
献
灯
料

（
大
）
二
万
円

（
中
）
一
万
円

（
小
）
七
千
円

普
通
献
灯
料

（
大
）
三
千
円

（
小
）
千
五
百
円

春
の
宝
物
展
『 

三
十
六
歌
仙
絵 

』（
県
指
定
文
化
財
）

　
永
禄
十
二
年
に
浅
井
長
政

の
家
臣
、
遠
藤
喜
右
衛
門
が

当
社
へ
奉
納
。

　
装
い
は
衣
文
を
強
調
し
、
着
衣
に
は
繊
細
な
文
様
を

付
し
、
描
線
は
や
わ
ら
か
み
に
乏
し
い
が
、
し
っ
か
り
と

し
た
筆
づ
か
い
が
な
さ
れ
て
お
り
、
狩
野
派
の
名
手
に
よ

る
作
品
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
春
は
、
そ
の
三
十
六
歌
仙
絵
を
展
示
致
し
ま
す
。

春
の
麗
ら
か
な
日
を
、
古
（
い
に
し
え
）
の
空
間
と
共
に

お
過
ご
し
下
さ
い
。

〒522-0341 滋賀県犬上郡多賀町多賀604　tel.0749-48-1101  fax.0749-48-1105
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